
浅川町上水道事業経営戦略

浅川町建設水道課

（令和８年３月改定）

令和３年３月策定



令和 8 年 3 月

令和 8 年度 ～ 令和 17 年度

１．事業概要

（１）

① 給　水

人

人

千㎥／ha

② 施　設　

％

③ 料　金

①水道料金

②水道メーター使用料(１か月につき1個あたり)

口 径 13㎜ 20㎜ 25㎜ 30㎜ 40㎜ 50㎜ 75㎜ 100㎜

使用料
(税込 )

165円 275円 440円 550円 660円 3,300円 3,850円 4,400円

計 画 給 水 人 口 6,000

現 在 給 水 人 口 5,427
法適（全部・財務）
・ 非 適 の 区 分

法適用(全部)

㎥／日

平成9年4月1日

330円/㎥

料 金 改 定 年 月 日
(消費税のみの改定は含まない)

24,200円/㎥

臨 時 用

一般用( 共 用 )

管 路 延 長

0.14

供 用 開 始 年 月 日 昭和49年5月20日

水 源

策 定 日 ：

　□表流水　　□ダム　　□伏流水　　☑地下水　　□受水　　□その他

浄水場設置数

配水池設置数

3

事業の現況

施 設 利 用 率 62.51

施 設 数

1世帯につき10㎥まで

209円/㎥

2,640円/㎥

用　　途

一 般 用

団 体 用

営 業 用

浅川町上水道事業経営戦略

基本料金(税込)
１か月につき

超過料金(税込)
1㎥につき

施 設 能 力 2,000

97.0 千ｍ

1,320円/㎥

料金体系の

概要・考え方

1,320円/㎥

浅川町上水道事業

10㎥まで

20㎥まで

200㎥まで

1㎥につき

団 体 名 ：

事 業 名 ：

有 収 水 量 密 度

計 画 期 間 ：

8

福島県浅川町

　水道料金は用途別料金を採用しており、基本料金と超過料金及び水道メーター使用料の合計により、
構成されています。



④ 組　織

（２）

（３）経営比較分析表等を活用した現状分析

２．将来の事業環境

（１）

（２）

これまでの主な経営健全化の取組

給水人口の予測

　別紙　経営比較分析表(令和６年度)のとおり

水需要の予測

　これまで水道事業の経営健全化を図るため、水道料金システムや会計システム等を導入し業務の効率化を図りながら、水道水質検
査業務や水道メーター検針業務等について、民間委託を活用することで経費の削減に努めています。
　また、コンビニエンスストア収納サービスを導入することで、使用者の利便性を高め、収納率の向上に寄与しております。
　令和6年度には上下水道係として組織再編を行い、経営体制の強化・効率化を実現しました。
　今後も厳しい水道経営が予測されますが、収益減収の軽減に努め維持管理による経費の削減を行い経営の健全化を図ります。

　将来の給水人口については、「浅川町人口ビジョン」、国立社会保障・人口問題研究所による人口推移を参考にしました。
　全国的な人口減少が見られる中、少子高齢化の影響等も伴って、浅川町の給水人口は減少傾向が続くと予測されます。

　新たな水需要者の見込みはなく、既存の利用者においても、生活様式の変化に加え節水意識の高まりや節水機器の普及により、水
需要の増加は期待できない状況にあります。
　今後も給水人口の減少に伴い、配水量及び有収水量も減少傾向が続いていくことが予測されます。

　・組織体制：建設水道課内の上下水道係（上水道担当）2名にて水道事業を運営
　・年齢構成：30代 2名
　・そ の 他：上下水道係（下水道担当）1名、建設係4名

課長 上下水道係

5,348 5,223 5,093 4,959 4,821 4,786 4,750 4,711 4,624 4,536

5,852 5,652 5,453 5,253 5,054 4,965 4,876 4,788 4,699 4,610
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（３）

（４）

３．経営の基本方針

４．投資・財政計画（収支計画）

（１）投資・財政計画（収支計画）： 別紙のとおり

目　　　標

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

料金収入の見通し

②　収支計画のうち財源についての説明

組織の見通し

目　　　標
・経常収支比率：95.0%（←88.44%）
・累積欠損金比率：30.0%（←201.31%）
・料金回収率：85.0%（←77.37%）

・管路更新率：1.67%（←1.25%）
・有収率：85.0%（←78.87%）
・管路経年化率：35.0%（←36.97%）
・基幹管路耐震適合率：51.3%（←27.3%）

　有収水量の減少に伴い料金収入の減少が見込まれることから、現在の料金体系を維持した場合、水道事業の運営に影響を与えるこ
とが予測されるため、料金改定の検討も視野に入れつつ、収納率の向上や有収率の改善を図る必要があります。

　現在は事業の経営・経理、水道施設の維持管理や緊急対応といった業務を2名体制で行っており、多様化・高度化する水道業務へ
対応するためにもこれ以上の人員削減は困難な状況です。
　今後も水道事業を安定して持続させるため、事業運営に必要な知識及び技術の継承を行い、適切な人材育成に取り組みます。

　浅川町上水道事業の基本方針は、浅川町地域水道ビジョンで述べられているように「水資源の確保と水道の整備」です。
　この基本方針に従い、水道事業が目指す将来像を以下のように設定し、これに向けた施策を実施していきます。
　１　安定した水資源の確保
　　水源の適正揚水量に努め、水源能力の維持、新規水源の確保に努めます。
　２　安全で安心できる水の安定供給
　　老朽化施設の更新、石綿セメント管・老朽管の更新や重要施設管路の耐震化を行い、災害に強い水道を目指します。
　３　経営基盤の強化
　　財政状況が厳しくなることが予想されることから、水道料金の見直しや事業の効率化を図り、経営基盤の強化を目指します。

　配水管整備計画に基づき適切なペースで管路の新設及び更新を行い、安定した水量を確保するため新規水源の整備に努めます。

　主な事業計画は以下のとおりです。
　・配水管整備事業(毎年度実施)
　・老朽管更新事業(下水道移設工事含む)
　・新規水源整備事業
　・石綿セメント管更新事業
　・重要管路耐震化事業

　料金収入の見通しについては、給水人口予測及び水需要予測を踏まえ、現行の料金体系を基準に算出しました。
　収益的収入については、一般会計からの補助金を見込んでおり、収益的支出は令和6年度までの実績や令和7年度予算を考慮のうえ
設定しています。
　建設改良事業の財源は、下水道工事等に伴う工事負担金や一般会計からの出資金を見込み、企業債の支払いや残高を踏まえ経営悪
化とならない範囲で企業債を活用し、資金の確保を図ります。
　累積欠損金比率の軽減を図るため、未処理欠損金の処分について検討します。



③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　投資の合理化、費用の見直しについての検討状況等

②　財源についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

企 業 債

　現時点で PPP/PFI等の民間活用手法の導入予定はありませんが、今後の国の動向等を注視し
ていきます。

　施設及び設備の老朽化の度合いや耐震性能を考慮しながら、更新を行い長寿命化及び投資の
平準化を図ります。

　適切に事業の進捗管理を行うとともに、経営戦略の事後検証を実施し必要に応じて見直しを
図ります。

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

　人口の減少に伴い、既存施設・設備の更新を行う際は、水需要の予測に基づいた適正な施
設・設備の規模を検証し、ダウンサイジング等も考慮した計画を検討していきます。

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

　水需要の予測に基づき適正な規模を検証し、スペックダウン等も考慮した設備の合理化を検
討していきます。

料 金

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
改 定 等 に 関 す る 事 項

資産の有効活用等（*2）による
収 入 増 加 の 取 組

そ の 他 の 取 組
　施設・設備については、保守・点検を実施し適切な維持管理に努めます。また、定期的な漏
水調査を実施し、有収率の更なる向上に努めます。

　世代間負担の公平性を確保し、企業債は必要最小限として企業債残高の抑制に努め、借入額
の平準化を図ります。

　経営状況を把握しながら一般会計との協議により、適正な額を繰り入れます。

　国や県を中心とした広域連携等の取組状況や、近隣自治体の動向を十分に注視しながら検討
していきます。

広 域 化

　今後の経営状況にもよりますが、持続可能な健全経営を行うためにも資金の確保に努め、必
要に応じて水道料金の見直しを検討します。

民間の資金・ノウハウ等の活用
（ PPP/PFI 等 の 導 入 等 ）

アセットマネジメントの充実
（ 施 設 ・ 設 備 の 長 寿 命 化 等
に よ る 投 資 の 平 準 化 ）

　今後の状況により、有効活用できる資産が発生した場合に検討します。

そ の 他 の 取 組 　様々な角度から情報収集を行い、料金収入以外での財源の確保について検討します。

繰 入 金

　委託料については、大きな業務内容変更の予定がないため直近の実績を基に物価上昇率を考慮した経費を見込み、委託業務の内容
等を精査し経費削減に努めます。
　修繕費については、過去の実績の平均額を基に物価上昇率を考慮した経費を見込んでいますが、定期的な点検による早期発見と修
繕に努め施設・設備の長寿命化を図ります。
　動力費については、水需要の減少が見込まれますが、物価上昇率を考慮し、微減とします。なお、浄水場の設備更新時には高効率
な機器や省エネルギータイプの機器を導入し、新電力等の活用を検討することで動力費の削減に努めます。
　職員給与費については、概ね現状維持で算出しており、必要最低限での職員により事業を運営します。



全体総括

36.50

①前年度より若干上昇したものの、依然数値が
100％を下回っている厳しい経営状態である。更新
投資等に充てる財源確保のためにも更なる費用削
減に取り組む必要がある。
②前年度より若干減少したものの、類似団体と比
較しても数値が高いため、支出の抑制と給水収益
等の確保に努める必要がある。
③数値は100％を超えているが、年々減少傾向にあ
り、昨年度は大幅な減となってしまった。現金も
減少傾向にあるため、収入源の確保が課題とな
る。
④類似団体平均値と比較すると高い水準にあり、
設備の更新時期を先延ばししている状況にあるた
め、計画的な設備更新が必要である。
⑤給水原価と供給単価が乖離しており、適切な料
金水準を設定するよう努める必要がある。
⑥有収率の上昇により有収水量が増加したため前
年度より数値が減少したが、引き続き費用削減等
経営改善の検討が必要である。
⑦現在の配水量においては、適切な施設利用状況
と規模であり、効率的な利用がされているといえ
る。
⑧ここ数年は上昇傾向にあり、類似団体平均値を
上回ったが、今後も漏水等の原因を特定し、有収
率を向上させる必要がある。

2. 老朽化の状況について

①上昇傾向にあり、老朽化が確実に進行してい
る。更新費用が高額となる施設も多いことから、
効率性と合理性を考慮し施設更新を行う必要があ
る。
②類似団体平均値及び全国平均と比較しても大幅
に上回っている。前年度比で減少はしたが、老朽
管の状況を把握し、適正な維持管理による管路の
長寿命化を図りつつ、計画的な更新が必要であ
る。
③類似団体平均と比べて上回っており、今後も投
資可能財源等を勘案し耐震性能を有する配水管へ
の更新を実施していく。

2. 老朽化の状況

給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2) － 類似団体平均値（平均値）

　今後も給水人口減少等による給水収益の落ち込
みが予測されるが、経営戦略に基づき資本の確保
及び事業の効率化を行い、老朽施設及び管路の更
新等、適切な対策を講じながら健全な経営を保持
できるよう努める必要がある。

149.86 【】 令和6年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 73.91 98.79 3,575 5,470

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)

5,782 37.43 154.48 ■ 当該団体値（当該値）法適用 水道事業 末端給水事業 A8 非設置

経営比較分析表（令和6年度決算）
福島県　浅川町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例

37257 37622 37987 38353 38718

当該値 0.93 0.69 0.77 0.64 1.25

平均値 0.4 0.36 0.57 0.56 0.54
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①経常収支比率(％)
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当該値 124.48 132.74 152.72 206.61 201.31

平均値 24.04 28.03 26.73 27.85 28
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【107.26】 【1.61】 【239.69】 【264.86】

【89.21】【60.21】【181.66】【97.59】

【52.41】 【26.78】 【0.59】



様式第2号（法適用企業・収益的収支） 　投資・財政計画
　　（収支計画）

（単位：千円，％）

年　　　　　　度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度 令和15年度 令和16年度 令和17年度

区　　　　　　分 （ 決 算 ） （決算見込）

１． (A) 92,981 93,647 93,179 92,713 92,249 91,788 91,329 90,872 90,418 89,966 89,516 89,069
(1) 92,487 93,130 92,664 92,201 91,740 91,281 90,825 90,371 89,919 89,469 89,022 88,577
(2) (B)
(3) 494 517 514 512 509 507 504 502 499 497 494 492

２． 6,911 5,699 5,489 4,808 4,371 4,096 3,965 3,924 4,039 4,160 4,273 4,382
(1) 6,047 5,359 4,689 4,008 3,571 3,296 3,165 3,124 3,239 3,360 3,473 3,582

5,357 4,706 4,039 3,358 2,921 2,646 2,515 2,474 2,589 2,710 2,823 2,932
690 653 650 650 650 650 650 650 650 650 650 650

(2) 50,400 49,210 48,840 48,625 48,356 45,125 42,271 39,427 36,700 36,086 35,823 35,660
(3) 864 340 800 800 800 800 800 800 800 800 800 800

(C) 150,292 148,556 147,508 146,146 144,976 141,009 137,565 134,223 131,157 130,212 129,612 129,111

１． 161,290 167,469 164,036 164,681 165,868 154,996 152,885 151,016 149,103 149,210 150,466 151,889

(1) 14,756 16,108 12,994 12,994 12,994 12,994 12,994 12,994 12,994 12,994 12,994 12,994
7,262 7,647 6,310 6,310 6,310 6,310 6,310 6,310 6,310 6,310 6,310 6,310

7,494 8,461 6,684 6,684 6,684 6,684 6,684 6,684 6,684 6,684 6,684 6,684
(2) 52,161 54,293 54,611 54,930 55,252 55,576 55,903 56,231 56,562 56,895 57,230 57,567

18,094 19,534 19,632 19,730 19,828 19,928 20,027 20,127 20,228 20,329 20,431 20,533
5,257 7,486 7,561 7,636 7,713 7,790 7,868 7,947 8,026 8,106 8,187 8,269

684 581 593 604 617 629 641 654 667 681 694 708
28,126 26,692 26,825 26,960 27,094 27,230 27,366 27,503 27,640 27,779 27,917 28,057

(3) 94,373 97,068 96,431 96,757 97,622 86,426 83,988 81,791 79,547 79,321 80,242 81,328
２． 8,655 7,799 6,918 6,019 5,522 5,208 5,037 4,956 5,184 5,426 5,654 5,871
(1) 8,649 7,793 6,912 6,013 5,516 5,202 5,031 4,950 5,178 5,420 5,648 5,865
(2) 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

(D) 169,945 175,268 170,954 170,700 171,390 160,204 157,922 155,972 154,287 154,636 156,120 157,760
(E) △ 19,653 △ 26,712 △ 23,446 △ 24,554 △ 26,414 △ 19,195 △ 20,356 △ 21,749 △ 23,130 △ 24,424 △ 26,508 △ 28,650
(F)
(G)
(H)

△ 19,653 △ 26,712 △ 23,446 △ 24,554 △ 26,414 △ 19,195 △ 20,356 △ 21,749 △ 23,130 △ 24,424 △ 26,508 △ 28,650
(I) △ 167,531 △ 194,243 △ 217,689 △ 242,243 △ 268,657 △ 287,853 △ 308,209 △ 329,958 △ 353,087 △ 377,511 △ 404,019 △ 432,669
(J) 243,579 220,698 220,360 218,772 217,867 215,952 213,423 216,548 219,418 220,985 221,365 220,619

107,480 27,735 27,327 26,914 26,441 25,897 25,456 24,911 24,540 24,096 23,532 23,070
(K) 106,422 64,821 54,587 54,486 41,834 37,725 29,932 30,350 29,443 30,120 30,481 31,182

43,889 47,059 48,315 48,187 35,508 31,372 23,552 23,943 23,008 23,657 23,990 24,663

60,811 16,040 4,551 4,578 4,604 4,631 4,659 4,686 4,713 4,741 4,769 4,797
( I )

(A)-(B)

(L) 62,533 17,762 6,272 6,299 6,326 6,353 6,380 6,407 6,435 6,463 6,491 6,519

(M) 92,981 93,647 93,179 92,713 92,249 91,788 91,329 90,872 90,418 89,966 89,516 89,069

67 19 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7

(N)

(O)

(P) 92,981 93,647 93,179 92,713 92,249 91,788 91,329 90,872 90,418 89,966 89,516 89,069

健 全 化 法 施 行 規 則 第 ６ 条 に 規 定 す る
解 消 可 能 資 金 不 足 額

健 全 化 法 施 行 令 第 17 条 に よ り 算 定 し た
事 業 の 規 模

健全化法第22条により算定した
資 金 不 足 比 率

(（N）/（P）×100)

地方財政法施行令第15条第１項により算定した
資 金 の 不 足 額

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (A)-(B)
地 方 財 政 法 に よ る
資 金 不 足 の 比 率

(（L）/（M）×100)

健 全 化 法 施 行 令 第 16 条 に よ り 算 定 し た
資 金 の 不 足 額

486180 207 234 261 291 314 337 363 391 420 451

う ち 建 設 改 良 費 分
う ち 一 時 借 入 金
う ち 未 払 金

累 積 欠 損 金 比 率 （ ×100 ）

流 動 負 債

支 出 計
経 常 損 益 (C)-(D)

特 別 利 益
特 別 損 失
特 別 損 益 (F)-(G)

収

益

的

収

支

当 年 度 純 利 益 （ 又 は 純 損 失 ） (E)+(H)
繰 越 利 益 剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金
流 動 資 産

う ち 未 収 金

収

益

的

収

入

材 料 費

収

益

的

支

出

営 業 費 用

職 員 給 与 費
基 本 給
退 職 給 付 費
そ の 他

経 費
動 力 費
修 繕 費

支 払 利 息

補 助 金
他 会 計 補 助 金
そ の 他 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

収 入 計
そ の 他

そ の 他
減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

営 業 外 収 益

料 金 収 入
受 託 工 事 収 益
そ の 他

営 業 収 益



様式第2号（法適用企業・資本的収支）           
　投資・財政計画
　　（収支計画）

（単位：千円）

年　　　　　度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度 令和15年度 令和16年度 令和17年度

区　　　　　分 （ 決 算 ） （決算見込）

１． 10,000 10,000 10,000 10,000 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000

２． 63,068 64,874 60,728 60,107 48,896 44,568 36,775 36,971 36,504 36,828 36,994 37,331

３．

４． 4,290

５．

６． 10,800 10,800 10,800 10,800

７．

８．

９．

(A) 63,068 69,164 60,728 80,907 69,696 65,368 57,575 56,971 56,504 56,828 56,994 57,331

(B)

(C) 63,068 69,164 60,728 80,907 69,696 65,368 57,575 56,971 56,504 56,828 56,994 57,331

１． 117,331 25,000 25,000 57,500 57,500 57,500 57,500 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000

２． 43,889 47,059 48,315 48,187 35,508 31,372 23,552 23,943 23,008 23,657 23,990 24,663

３．

４．

５．

(D) 161,220 72,059 73,315 105,687 93,008 88,872 81,052 73,943 73,008 73,657 73,990 74,663

(E) 98,152 2,895 12,587 24,780 23,312 23,504 23,477 16,972 16,504 16,829 16,996 17,332

１． 98,152 2,895 12,587 24,780 23,312 23,504 23,477 16,972 16,504 16,829 16,996 17,332

２．

３．

４．

(F) 98,152 2,895 12,587 24,780 23,312 23,504 23,477 16,972 16,504 16,829 16,996 17,332

(G)

(H) 506,593 459,534 458,278 468,406 481,085 485,221 493,041 502,650 503,585 502,936 502,603 501,930

○他会計繰入金 （単位：千円）

年　　　　　度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度 令和15年度 令和16年度 令和17年度

区　　　　　分 （ 決 算 ） （決算見込）

6,047 5,359 4,690 4,009 3,571 3,296 3,165 3,125 3,238 3,360 3,474 3,582

2,015 1,702 1,416 1,128 890 751 686 669 655 653 650 650

4,032 3,657 3,274 2,881 2,681 2,545 2,479 2,456 2,583 2,707 2,824 2,932

63,068 34,875 35,728 38,107 23,897 19,569 11,776 11,971 11,504 11,829 11,995 12,332

13,819 14,097 14,379 13,879 7,118 4,878 792 809 159 163

49,249 20,778 21,349 24,228 16,779 14,691 10,984 11,162 11,345 11,666 11,995 12,332

69,115 40,234 40,418 42,116 27,468 22,865 14,941 15,096 14,742 15,189 15,469 15,914

収 益 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

資 本 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

合 計

資

本

的

収

支

補 塡 財 源 不 足 額 (E)-(F)

他 会 計 借 入 金 残 高

企 業 債 残 高

資本的収入額が資本的支出額に
不足する額     　　    (D)-(C)

補

塡

財

源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

計

(A)のうち翌年度へ繰り越さ
れる支出の財源充当額

純 計 (A)-(B)

資

本

的

支

出

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

企 業 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 返 還 金

他 会 計 へ の 支 出 金

資

本

的

収

入

そ の 他

計

他 会 計 借 入 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

固 定 資 産 売 却 代 金

工 事 負 担 金

計

そ の 他

他 会 計 負 担 金

企 業 債

う ち 資 本 費 平 準 化 債

他 会 計 出 資 金

他 会 計 補 助 金


